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ア
ン
ケ
ー
ト
の
送
付
先
は
？

ア
ン
ケ
ー
ト
は
３
５
０
０
〜
５
０
０
０
人
に
送
ら
れ
て
い
る

が
、
無
差
別
に
送
付
さ
れ
る
の
で
な
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

専
門
家
の
自
薦
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
Ｃ
Ｓ
Ｉ
で
は
、
回

答
が
片
寄
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
回
答

者
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
経
験
は
豊
富
で
、
所
属
組
織
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
体
制
は
優
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

従
業
員
が
１
０
０
０
人
以
上
い
る
組
織
に
属
し
て
い
る
回

答
者
は
２
０
０
３
年
で
は
59
％
で
あ
り（
図
１
）、
総
収
入

も
１
億
ド
ル（
約
１
１
０
億
円
）以
上
が
約
60
％
あ
り
、
比

較
的
大
き
な
企
業
に
属
し
て
い
る
人
た
ち
が
回
答
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る（
図
２
）。

ま
た
、
調
査
報
告
書
は
、「
回
答
者
は
Ｃ
Ｓ
Ｉ
等
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
専
門
団
体
に
所
属
し
て
い
な
い
人
た
ち
よ
り

も
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
件
・
事
故
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
に

対
し
て
、
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
お
り
、
何
と
か
防
止
し

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｍ
２
０
０
４
年
１
月
号
で
報

告
し
た
通
り
、
昨
年
11
月
に
開
催

さ
れ
た
「30th

C
S
I
A
n
n
u
al

C
om
p
u
ter
S
ecu
rity

C
on
fer-

ence
&
E
xhibition

」で
、
初
め
て

「C
SI/F

B
I
C
om
puter

C
rim
e
&

Security
Survey

」の
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
参
加
し

た
お
陰
で
、
今
ま
で
感
じ
て
い
た

疑
問
が
い
く
つ
か
解
消
さ
れ
た
。

一
方
、
国
内
に
同
調
査
と
比
較
で
き
る
よ
う
な
同
様
の
資
料
が
な
い
こ
と
か
ら
、
中
央
大
学

「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
」で
は
、
研
究
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
末
に
国
内
で
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
の
調
査
票

を
配
布
し
、
回
収
し
た
。
現
在
、
そ
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
回
は
Ｃ
Ｓ
Ｉ
／
Ｆ
Ｂ
Ｉ
調
査
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
。

現
時
点
で
の
最
新
版
は
、
２
０
０
３
年
の
調
査
資
料
で
あ
る
。
今
年（
２
０
０
４
年
）の
調
査
結

果
は
４
月
末
頃
に
Ｃ
Ｓ
Ｉ（C

om
puter

Security
Institute

〈http://w
w
w
.gocsi.com

/

〉）の

ウ
ェ
ブ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
も
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
２
０
０
３
年
版
、
２
０
０
２
年
版
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
報
告
書
が
発

表
さ
れ
た
年
を
示
し
て
お
り
、
調
査
は
そ
の
前
年
を
対
象
に
し
て
い
る
。

現時点での最新版「2003 CSI/FBI Com-
puter Crime & Security Survey」の表紙

『C
SI/F

B
I
C
om
puter

C
rim
e
and

Security
Survey

を
読
む
』

Ｃ
Ｓ
Ｉ
／
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
調
査
資
料
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
参
考
文
献
と
し
て
最
も
注
目
さ
れ
、
引
用
も
さ
れ
て
い
る
が
、
疑
問
点
が

多
く
、
誤
解
や
誤
用
も
少
な
く
な
い
。
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回
答
者
の
所
属
組
織
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
２
０
０
３
年
版
の
回
答
者
の
所
属
は
表
１
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

利
用
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
は
？

組
織
を
保
護
す
る
た
め
に
利
用
し
て
い

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
に
つ
い
て
の
調
査
が

あ
る（
図
３
）。

利
用
技
術
項
目
と
し
て
は
、
次
の
も

の
か
ら
複
数
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

①
デ
ジ
タ
ル
Ｉ
Ｄ（D

igital
ID
s

）

②
侵
入
検
知（Intrusion

D
etection

）

③
Ｐ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｉ
Ａ
カ
ー
ド（P

C
M
C
IA

）

④
物
理
的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ（P

hysical
Security

）

⑤
暗
号
化
ロ
グ
イ
ン（E

ncrypted
L
ogin

）

⑥
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル（F
irew

alls

）

⑦
再
利
用
可
能
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ（R

eusable
P
assw

ords

）

⑧
ア
ン
チ
・
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト（A

nti-virus
Softw

are

）

⑨
暗
号
化
フ
ァ
イ
ル（E

ncrypted
F
iles

）

⑩
生
体
認
証（B

iom
etrics

）

⑪
ア
ク
セ
ス
制
御（A

ccess
control

）

こ
の
中
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
特
に
説
明
の
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
①D

igital
ID
s

は
、

公
開
鍵
基
盤（P

K
I

＝P
ublic

K
ey
Infrastructure

）シ
ス
テ
ム
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
安
全
性
・
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の「
基
盤
」
と
い
え
る
。

③
Ｐ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｉ
Ａ
カ
ー
ド
に
は
、
秘
匿
と
署
名
の
機
能
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｚ

Ｚ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
米
国
政
府
標
準
が
あ

る
（
注
１
）
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
Ｉ
Ｉ
Ｓ
で

も
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、
主
に
米
国
政

府
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｚ
Ｚ
Ａ
の
詳
細
は
「http://w

w
w
.

nstissc.gov/A
ssets/pdf/nstissi3028.

pdf

」に
あ
る
。

国
内
で
は
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
最
近
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
た
メ
モ
リ
ー
に

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
搭
載
で
き
る
よ
う

な
も
の（
注
２
）
が
発
売
さ
れ
て
お
り
、
機
能

的
に
は
こ
の
Ｐ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｉ
Ａ
カ
ー
ド
に
近
い

か
も
し
れ
な
い
。

⑦R
eusable

P
assw

ords

と
は
、
通

常
利
用
さ
れ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
／
パ
ス

ワ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
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図1 回答者の所属組織の従業員数
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図3 利用している技術について

表1 回答者の所属組織

業種 割合（％） 回答数�

ハイテク（High-Tech） 17 90�

金融業（Financial） 15 79�

製造業（Manufacturing） 11 58�

医療・病院（Medical） 8 42�

連邦政府（Fedral  Gov.） 7 37�

教育機関（Education） 5 26�

州政府（State Gov.） 5 26�

公益サービス（Utility） 4 21�

通信（Telecom） 4 21�

小売（Retail） 3 15�

地方政府（State Gov.） 3 15�

法律事務所（Legal） 1 5�

運輸（Transportation） 1 5�

その他（Others） 17 90�

合計  530

（注）丸め誤差のため、割合％は101％になる。また、各業種の回答数は割合を基に計算。�
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攻
撃
や
誤
使
用
に
つ
い
て
は
？

具
体
的
に
は
、
い
か
な
る
攻
撃
を
受
け
、
ま
た
従
業
員
が
ど
の
よ
う
に
使
用
を
誤
っ
た
か（
誤

使
用
）に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
る
。

攻
撃
・
誤
使
用
の
項
目
と
し
て
、
以
下
の
も
の
か
ら
複
数
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
サ
ー
ビ
ス
妨
害（D

enial
of
Service

）

②
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
盗
難（L

aptop
）

③
通
信
傍
受（A

ctive
W
iretap

）

④
通
信
詐
欺（T

elecom
F
raud

）

⑤
内
部
者
に
よ
る
無
権
限
ア
ク
セ
ス（U

nauthorized
A
ccess

by
Insider

）

⑥
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス（V

irus

）

⑦
金
融
詐
欺（F

inancial
F
raud

）

⑧
内
部
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
乱
用（Insider

A
buse

of
N
et
A
ccess

）

⑨
シ
ス
テ
ム
侵
入（System

P
enetration

）

⑩
盗
聴（T

elecom
E
avesdropping

）

⑪
サ
ー
バ
ー
上
の
デ
ー
タ
破
壊（Sabotage

）

⑫
情
報
資
産
の
盗
難
・
漏
え
い（T

heft
of
P
roprietary

Inform
ation

）

こ
の
う
ち
、
③
通
信
傍
受（A

ctive
W
iretap

）と
⑩
盗
聴（T

elecom
E
avesdropping

）

の
相
違
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
よ
う
で
、
11
月
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
時
に
質
問
し
て
み
た
が
、
明

確
な
回
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
⑩
盗
聴
の
場
合
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
を
流
れ
る
情

報
を
盗
聴
す
る
行
為
と
し
て
良
い
と
考
え
て
い
る
。

④
通
信
詐
欺（T

elecom
F
raud

）と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
で
は
、
社
内
の
電
話
回
線
と
し
て
国
際
間
の
回
線
を
持
っ
て
お
り
、
長
距
離
の

国
内
や
国
際
電
話
を
掛
け
る
と
き
に
、
外
出
先
や
自
宅
か
ら
社
内
の
特
別
な
電
話
番
号
に
掛
け
、

そ
こ
か
ら
相
手
先
の
近
く
ま
で
社
内
回
線
を
利
用
し
て
、
電
話
を
掛
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の

回
線
を
悪
用
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
他
人（
組
織
）の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
電
話
等
に
請
求
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

⑤
内
部
者
に
よ
る
無
権
限
ア
ク
セ
ス（U

nauthorized
A
ccess

by
Insider

）は
、
権
限
を

持
っ
て
い
な
い
内
部
者
が
、
他
の
内
部
者
の
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
盗
用
し
た
り
、
推
測
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
限
の
な
い

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑧
内
部
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
乱

用（In
sid
er
A
b
u
se
of
N
et

A
ccess

）は
、
ポ
ル
ノ
画
像
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
違

法
コ
ピ
ー
、
私
用
メ
ー
ル
利
用
等

と
い
っ
た
組
織
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

リ
シ
ー
違
反
に
該
当
す
る
こ
と
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
２
０
０
３
年
版
に
は
な
い
が
、
２
０
０
２
年

版
な
ど
で
は
、「D

ow
nloading

pornography
or
pirated

softw
are,or

inappropriate

use
of
e-m
ail
system

s

」
と
書
い
て
あ
る
。

80
％
は
内
部
犯
行
？

今
で
も
時
々
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
／
Ｆ
Ｂ
Ｉ
調
査
資
料
に「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
犯
罪
の
80
％
は
内
部
犯
行
」

と
あ
る
と
指
摘
す
る
人
も
い
る
が
、
す
で
に
１
９
９
７
年
版
で
「
社
会
通
念
と
し
て
い
わ
れ
て
い
る

『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
の
80
％
は
内
部
犯
行
で
あ
る
』
と
い
う
の
は
、
も
は
や
真
実
で
は
な
い
」

（T
hese

responses
indicate

the
conventional

w
isdom

that
80%

of
inform

a-

tion
secu

rity
p
rob
lem
s
are
in
tern
al
is
n
o
lon
g
er
tru
e.

）と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

「
内
部
か
ら
の
脅
威
が
減
少
し
た
の
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
、
外
部
か
ら
の
脅

威
が
劇
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

内
部
・
外
部
犯
行
に
関
す
る
質
問
項
目
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
事
件
・
事
故（
イ
ン
シ
デ
ン
ト
）の
全
体
件
数
、
外
部
犯
行
件
数
、
内
部
犯
行
件
数

②
攻
撃
場
所（
内
部
シ
ス
テ
ム
、
リ
モ
ー
ト
ダ
イ
ア
ル
イ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）は
？

③
誰
が
攻
撃
者
と
思
う
の
か
？

①
の
内
容
を
表
２
、
表
３
、
表
４
に
示
す
。

②
攻
撃
場
所（
内
部
シ
ス
テ
ム
、
リ
モ
ー
ト
ダ
イ
ア
ル
イ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）は
、
図
４
の
通

り
で
あ
る
。

”

”

”

”

80%は内部犯行説？ CSI/FBI調査資料は、
すでに1997年版から否定し続けている（写
真と本文は関係ありません）
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③
「
誰
が
攻
撃
者
と
思
う
か
」
は
、
図
５
の
通
り
で
あ
る
。

80
％
内
部
犯
行
説
に
つ
い
て
は
、
よ
ほ
ど
気
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
２
０
０
０

年
版
で
は
、B

ob
D
ylan

の
ア
ウ
ト
ロ
ー
・
ブ
ル
ー
ス
の
歌
詞
を
引
用
し
て（
資
料
１
）、
２
０
０
１
年

版
で
も
ガ
リ
レ
オ
の
名
前
を
出
し
て（
資
料
２
）、
80
％
内
部
犯
行
説
を
否
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
被
害
の
費
用
が
大
き
過
ぎ
な
い
か
？

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
被
害
の
費
用
を
表
示
し
て
い
る（
表
５
）。
国
内
等
で
の
調
査
と
比
べ
て
金

額
が
大
き
過
ぎ
る
と
い
う
批
判
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
を
見
る
と
、
最
低
費
用
、

最
高
費
用
、
平
均
費
用
、
合
計
の
年
間
損
失
費
用
が
示
さ
れ
て
い
る
。

表
５
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
犯
罪
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
侵
害
に
関
し
て
、
48
カ
月
間
の
累
計
金
額

（T
he
aggregate

cost
of
com
puter

crim
es
and
security

breaches
over

a
48-m

onth

period

）と
し
て
い
る
。

２
０
０
３
年
版
は
、
４
年
間（
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
）が
表
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

48
カ
月
と
書
い
て
あ
る
が
、
１
年
ご
と
の
損
失
額
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、「
累
積（ag

g
reg
ate

）」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

表2 事故・事件発生件数(%)

表3 外部者による事故・事件発生件数(%)

表4 内部者による事故・事件発生件数(%)
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図4 攻撃場所
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図5 誰が攻撃者か？

資料1 80％は内部犯行？

 1～5 6～10 11～30 31～60 61～ 不明�

2003年 46％ 10％ 13％ 0％ 0％ 31％�

2002年 49％ 14％ 5％ 0％ 4％ 27％�

2001年 41％ 14％ 3％ 1％ 3％ 39％�

2000年 39％ 11％ 2％ 2％ 4％ 42％�

1999年 43％ 8％ 5％ 1％ 3％ 39％�

 1～5 6～10 11～30 31～60 61～ 不明�

2003年 38％ 20％ 16％ 0％ 0％ 26％�

2002年 42％ 20％ 8％ 2％ 5％ 23％�

2001年 33％ 24％ 5％ 1％ 5％ 31％�

2000年 33％ 23％ 5％ 2％ 6％ 31％�

1999年 34％ 22％ 7％ 2％ 5％ 29％�

 1～5 6～10 11～30 31～60 61～ 不明�

2003年 45％ 11％ 12％ 0％ 0％ 33％�

2002年 42％ 13％ 6％ 2％ 1％ 35％�

2001年 40％ 12％ 3％ 0％ 4％ 41％�

2000年 38％ 16％ 5％ 1％ 3％ 37％�

1999年 37％ 16％ 9％ 1％ 2％ 35％�

2000 CSI/FBI Computer Crime & Security Survey

What about the origin of attacks?

Well, although many Pollyannas still cling to the

"conventional wisdom" that "80% of the problem

is insiders, and only 20% of the problem is out-

siders," the number of respondents reporting their

Internet connections as a frequent point of attack

has increased every year -- rising from 37% in

1996 to 59% in 2000. Meanwhile, the number of

respondents citing their internal systems as fre-

quent point of attack actually fell from 51% in

1999 to 38% in 2000.  In the 1965 ballad "Outlaw

Blues," Bob Dylan boasted, "Don't ask me nothing

about nothing, I just might tell you the truth."
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こ
の
金
額
は
１
件
で
は
な
く
、
各
組
織
で
、
各
項
目
で
発
生
し
た
事
件
・
事
故
の
損
失
金
額
の
年

間
合
計
を
示
し
て
い
る
。
複
数
回
発
生
し
た
組
織
で
は
金
額
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
十
分
考
え

ら
れ
る
。
国
内
で
は
多
く
の
場
合
、
１
件
の
損
失
金
額
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
単

純
な
比
較
は
で
き
な
い
。

資料2 80％は内部犯行？

表5 コンピューター犯罪費用

2001 CSI/FBI Computer Crime & Security Survey

Conventional wisdom says "80% of computer

security problems are due to insiders, 20% are

due to outsiders." There are people who cling to

this axiom as if some Galileo had just suggested

that the Earth might actually be round.  But for

the fourth yea in a row, more respondents

（70%）cited their Internet connection as a fre-

quent point of attack than cited their internal

systems as a frequent point of attack（31%）. In-

deed, the number of those citing their Internet

connection as a frequent point of attack has

been rising, while the number of those reporting

both dial-up remote access and their own inter-

nal systems as a frequent point of attack have

been declinging.

（
注
１
）
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｚ
Ｚ
Ａ

古
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
以
下
で
販
売
し
て
い
る
。

h
ttp
://fo

rte
zza
-s
u
p
p
o
rt.c
o
m
/fo
rte
zza
.h
tm
l

h
ttp
://w

w
w
.s
p
yru
s
.c
o
m
/c
o
n
te
n
t/p
ro
d
u
c
ts
/F
O
R
T
E
Z
Z
A
_C
ryp
to
C
a
rd
_N
7
.a
s
p

以
下
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
は
、
価
格
も
表
示
さ
れ
て
い
る
。

h
ttp
://w

w
w
.m
yko
tro
n
x.c
o
m
/p
ro
d
u
c
ts
/F
O
R
T
E
Z
Z
A
_P
lu
s
/fp
_o
rd
e
r.p
d
f

（
注
２
）
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
キ
ー「
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
‐
Ｓ
ＫV

e
r3
.0

」と
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ（
64
Ｍ
）を
結
合
し
た
製
品
で
、
各
種

機
能
を
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
購
入
で
き
る
。
基
本
的
に
は
両
者
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

●
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
‐
Ｓ
ＫV
e
r3
.0

の
特
徴

・W
in
d
o
w
s

へ
の
ロ
グ
オ
ン
管
理
機
能

・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
キ
ー
の
抜
き
差
し
で
フ
ァ
イ
ル
／
フ
ォ
ル
ダ
の
自
動
暗
号
化
機
能

・
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
機
能

・
電
子
証
明
書
管
理
機
能

・
不
要
フ
ァ
イ
ル
完
全
削
除
機
能

・
ロ
グ
な
ど
の
管
理
機
能

●
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ（
64
Ｍ
）の
特
徴

・
通
常
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
デ
ー
タ
記
憶
機
能

・
パ
ス
ワ
ー
ド
で
保
護
さ
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
領
域
の
設
定
機
能

・
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
‐
Ｓ
Ｋ
に
よ
る
デ
ー
タ
暗
号
化
機
能

〈h
ttp
://w

w
w
.lo
g
ic
a
lte
c
h
.c
o
.jp
/in
d
e
x1
.h
tm
l

〉


